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初の試みとなる団地内合同企業説明会

組
合
の
概
要
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　

当
組
合
は
、
昭
和
58
年
８
月
設
立
。
集
団
化
事
業
と
し
て
国
と
岡

山
県
の
診
断
・
指
導
を
受
け
て
建
設
し
、
組
合
員
・
員
外
企
業
併
せ

現
在
約
１
１
０
社
が
入
居
す
る
団
地
で
す
。
立
地
し
て
い
る
岡
山
県

総
合
流
通
セ
ン
タ
ー
は
、
山
陽
自
動
車
道
と
瀬
戸
中
央
自
動
車
道
の

ク
ロ
ス
ポ
イ
ン
ト
と
い
う
恵
ま
れ
た
場
所
に
あ
り
、
ま
た
大
規
模
総

合
展
示
場
（
コ
ン
ベ
ッ
ク
ス
岡
山
）、
岡
山
流
通
会
館
な
ど
の
公
益

的
施
設
が
充
実
し
て
お
り
、
当
組
合
は
そ
の
中
核
的
団
地
と
し
て
発

展
し
て
い
ま
す
。

　

共
同
事
業
と
し
て
は
、
購
買
事
業
・
給
油
事
業
・
金
融
事
業
・
駐

車
場
事
業
と
い
っ
た
収
益
事
業
の
他
、
共
同
求
人
事
業
・
教
育
情
報

事
業
・
福
利
厚
生
事
業
と
い
っ
た
非
収
益
事
業
を
行
っ
て
お
り
、
組

合
員
企
業
の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
３
年
に
組
合
創
立
30
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、「
岡
山
県
総

合
流
通
セ
ン
タ
ー
」
の
愛
称
を
募
集
し
、
全
５
０
６
通
の
応
募
の
中
か

ら
「
ソ
リ
ュ
ッ
セ
岡
山
」
に
愛
称
を
決
定
し
ま
し
た
。
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン「（
問
題
・
課
題
を
）解
決
す
る
」と
、ア
ッ
セ
ン
ブ
ル「
集
合
さ
せ
る
」

を
組
み
合
わ
せ
た
造
語
で
す
。同
時
に
、総
合
の「
ソ
」、流
通
の「
リ
ュ
」、

セ
ン
タ
ー
の
「
セ
」
を
組
み
合
わ
せ
た
言
葉
に
な
っ
て
い
ま
す
。

人
材
確
保
に
向
け
た
取
組
（
共
同
求
人
事
業
）
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い

　

求
人
意
見
交
流
会
と
題
し
て
、
県
内
の
高
校
・
大
学
・
専
門
学
校

か
ら
就
職
担
当
の
先
生
に
来
て
い
た
だ
き
、
ソ
リ
ュ
ッ
セ
岡
山
内
の

企
業
か
ら
参
加
者
を
募
り
様
々
な
意
見
交
流
を
行
う
機
会
を
設
け
て

い
ま
す
。
他
に
も
、
共
同
求
人
広
告
や
共
同
求
人
サ
イ
ト
の
運
営
等

を
通
じ
て
、
組
合
員
企
業
が
よ
り
一
層
効
果
的
な
求
人
活
動
を
行
え

る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
初
め
て
の
試
み
と
な
り
ま
す
が
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
岡
山
と

の
共
催
、
岡
山
市
、
早
島
町
、
そ
し
て
中
央
会
の
後
援
を
受
け
、
新

規
学
卒
者
、
中
途
採
用
者
向
け
に
「
合
同
企
業
説
明
会
・
個
別
相
談

会
」
を
６
月
に
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
団
地
が
で
き

て
40
年
経
ち
、
入
れ
替
わ
り
も
あ
り
な
が
ら
１
０
０
%
に
近
い
入
居

率
を
保
っ
て
い
ま
す
が
、
入
居
企
業
の
多
く
が
慢
性
的
な
人
手
不
足

で
す
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
倉
敷
管
内
に
お
い
て
、
ま
だ
ま
だ
元
気
で
働

き
た
い
60
歳
以
上
の
方
や
、
子
育
て
中
で
短
時
間
だ
け
働
き
た
い
方

な
ど
合
わ
せ
て
お
よ
そ
１
６
０
０
人
い
ら
っ
し
ゃ
る
そ
う
で
す
。
今

回
の
イ
ベ
ン
ト
は
そ
の
よ
う
な
方
た
ち
と
マ
ッ
チ
ン
グ
で
き
る
機
会

に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
新
卒
や
、
第
２
新
卒
の
方
々
に
も
是
非
ご
参
加
い
た
だ
き
、

当
流
通
セ
ン
タ
ー
企
業
を
就
職
活
動
先
の
候
補
に
入
れ
て
も
ら
い
た

い
と
思
い
ま
す
。
大
企
業
の
よ
う
な
知
名
度
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
中

小
企
業
で
は
一
人
一
人
が
戦
力
と
し
て
自
社
に
対
す
る
大
き
な
影
響

力
を
持
ち
ま
す
。
そ
う
し
た
環
境
で
自
分
の
居
場
所
を
見
つ
け
、
未

来
の
企
業
を
担
う
人
材
へ
と
成
長
し
て
い
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

従
業
員
定
着
の
た
め
の
取
組
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　

教
育
情
報
事
業
と
し
て
各
種
研
修
を
用
意
、
並
び
に
福
利
厚
生
事

業
等
の
実
施
に
よ
り
、
社
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
満
足
度
向
上
を

図
っ
て
い
ま
す
。
一
例
と
し
て
団
地
内
企
業
の
新
入
社
員
、
若
年
層

社
員
向
け
の
研
修
を
企
業
合
同
で
実
施
し
て
お
り
、
他
に
も
営
業
社

員
向
け
や
、
管
理
職
向
け
、
エ
ク
セ
ル
活
用
法
な
ど
の
研
修
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
近
年
は
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
て
、
助
成
金

を
活
用
し
、Ｂ
Ｃ
Ｐ
な
ど
様
々
な
テ
ー
マ
の
講
師
を
招
い
て
い
ま
す
。

ま
た
文
化
教
室
と
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
で
も
役
に
立
つ
実
用
習
字
や
日
常

英
会
話
の
教
室
を
開
い
て
い
ま
す
。
福
利
厚
生
事
業
に
つ
い
て
は
後

ほ
ど
事
務
局
長
か
ら
も
説
明
し
ま
す
が
、
他
県
の
事
例
な
ど
に
も
ア

ン
テ
ナ
を
張
り
、
良
い
も
の
は
積
極
的
に
採
用
す
る
方
針
で
す
。

木
村 

容
治  

氏

物
流
ハ
ブ
の
要
、
人
を
育
て
、
共
に

未
来
へ
！
こ
の
団
地
で
、
あ
な
た
の

力
を
活
か
し
ま
し
ょ
う

岡
山
県
総
合
流
通
セ
ン
タ
ー
卸
協
同
組
合  

理
事
長

リ
ー
ダ
ー
ズ「
ア
イ
」

Leader’s リーダーズ「アイ」特集

特集／Leader’s 「i」
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組 合 名

設 立
所 在 地
T E L
H P
組合員数

：

：
：
：
：
：

岡山県総合流通センター卸
協同組合
昭和58年8月
岡山市北区大内田714番地の1
086-292-5551
https://www.optic.or.jp/ryutuu/
46名

100日ウォーキング入賞チームへの景品贈呈

　

他
に
も
組
合
員
の
健
康
維
持
を
目
的
と
し
た
人
気
企
画
と
し
て
、

１
０
０
日
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
企
業
ご
と
に
３
人
１

チ
ー
ム
で
専
用
万
歩
計
を
装
着
し
、
３
人
の
約
３
か
月
間
の
合
計
歩

数
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
管
理
し
て
競
い
ま
す
。
実
は
１
０
０
日

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
県
外
組
合
の
事
例
を
参
考
に
し
始
め
た
も
の
で

す
。
年
に
２
回
、
全
国
卸
団
地
組
合
の
多
く
が
加
盟
す
る
商
団
連
事

務
局
長
会
議
が
あ
り
、
県
外
組
合
の
各
種
先
進
事
例
を
知
る
機
会
と

し
て
活
用
し
、
良
い
も
の
は
実
際
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

事
務
局
長
と
し
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
か

　

近
年
特
に
力
を
入
れ
て
い
る
共
同
求
人
事
業
な
ど
を
通
じ
て
、
当

団
地
の
魅
力
を
発
信
し
、
こ
れ
か
ら
当
団
地
で
働
き
た
い
と
思
え
る

人
が
増
え
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。事
務
局
長
と
し
て
は
、そ
う
い
っ

た
事
業
を
統
括
す
る
立
場
と
し
て
、
事
業
が
滞
り
な
く
行
わ
れ
る
よ

う
職
員
と
の
意
見
交
換
・
決
裁
を
行
う
と
と
も
に
、
自
ら
も
動
き
つ

つ
様
々
な
対
外
的
業
務
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｄ
Ｘ
化
の

推
進
な
ど
に
よ
り
、
少
人
数
で
も
効
率
的
な
仕
事
が
行
え
る
よ
う
な

環
境
を
構
築
し
、
組
合
員
お
よ
び
流
通
セ
ン
タ
ー
入
居
企
業
の
皆
様

が
こ
の
団
地
で
働
い
て
い
て
良
か
っ
た
と
思
え
る
よ
う
な
環
境
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（取材／総務企画課　島田）

現
在
ど
う
い
っ
た
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
か

　

組
合
員
企
業
46
社
を
半
数
ず
つ
に
分
け
た
委
員
で
構
成
さ
れ
た

「
総
務
委
員
会
」「
事
業
委
員
会
」
の
他
、
正
副
理
事
長
で
構
成
さ
れ

た
「
金
融
財
務
委
員
会
」・
理
事
で
構
成
さ
れ
た
「
理
事
会
」
を
毎

月
開
催
し
、
事
業
の
企
画
・
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。
事
務
局
職
員

は
、
そ
う
い
っ
た
各
種
事
業
の
企
画
・
立
案
を
始
め
、
会
議
の
運
営
、

各
事
業
の
実
施
・
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
当
組
合
の
上
部
団
体
と
し
て
、
団
地
内
全
体
の
非
営
利
事

業
（
団
地
内
環
境
整
備
事
業
等
）
を
行
う
「
岡
山
県
総
合
流
通
セ
ン

タ
ー
運
営
協
議
会
」、
営
利
事
業
（
簡
易
郵
便
局
・
駐
車
場
の
運
営
、

福
利
厚
生
施
設
へ
の
賃
貸
等
）を
行
う「
岡
山
県
総
合
流
通
セ
ン
タ
ー

株
式
会
社
（
第
三
セ
ク
タ
ー
）」
が
あ
り
ま
す
。
事
務
局
の
職
員
は

こ
う
し
た
他
団
体
の
事
務
受
託
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
各
団
体
の
事

業
運
営
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
簡
易
郵
便
局
の
窓
口
業
務
な
ど
も
担

当
職
員
を
中
心
に
事
務
局
職
員
が
手
分
け
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

組
合
員
同
士
の
交
流
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　

組
合
員
同
士
の
交
流
を
目
的
と
し
、
福
利
厚
生
事
業
と
し
て
年
１

回
の
親
睦
パ
ー
テ
ィ
ー
や
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ど
の
企
画
も
コ
ロ
ナ
禍
以
降
参
加
者
が

増
加
傾
向
で
盛
況
で
す
。

間
外
労
働
が
上
限
９
６
０
時
間
に
な
っ
た
影
響
な
ど
、
流
通
セ
ン

タ
ー
と
し
て
抱
え
る
問
題
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
周
辺
道
路
整

備
、
国
道
２
号
高
架
整
備
等
渋
滞
緩
和
策
の
早
期
実
現
な
ど
、
関
係

団
体
と
連
携
し
て
行
政
機
関
等
へ
の
要
望
を
今
後
も
継
続
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
物
流
ハ
ブ
の
最
重
要
拠
点
と
し
て
、
全
国
的
に
も
注

目
を
集
め
る
立
地
条
件
の
強
み
を
活
か
し
、
当
団
地
の
発
展
と
と
も

に
、
岡
山
県
地
域
経
済
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

理
事
長
と
し
て
の
思
い
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　

少
子
高
齢
化
に
伴
う
労
働
力
不
足
と
い
う
喫
緊
の
課
題
に
直
面
し

て
い
る
今
、
人
材
不
足
解
消
の
為
の
共
同
求
人
事
業
を
今
ま
で
以
上

に
積
極
的
に
進
め
る
必
要
を
感
じ
て
い
ま
す
。
同
時
に
、
従
業
員
定

着
の
た
め
の
教
育
情
報
事
業
・
福
利
厚
生
事
業
な
ど
も
推
進
し
、
当

組
合
の
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
団
地
周
辺
の
交
通
渋
滞
や
、
自
動
車
運
転
業
務
の
年
間
時

県
外
組
合
か
ら
も
積
極
的
に

好
事
例
を
収
集
し
、
組
合
活
動
の

活
発
化
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す

小
林 

雄
三  

氏

岡
山
県
総
合
流
通
セ
ン
タ
ー
卸
協
同
組
合  

事
務
局
長

頼
り
に
な
る
事
務
局

組
合
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

団地内企業の新入社員、若年層社員向けの
合同研修

特集／Leader’s 「i」
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令
和
７
年
度
岡
山
県
男
性
育
児
休
業
取
得
促
進
奨
励
金
の
ご
案
内

　
働
く
女
性
の
家
事
・
育
児
負
担
の
軽
減

に
よ
る
少
子
化
対
策
社
会
の
実
現
に
向

け
、
岡
山
県
内
の
事
業
所
に
対
し
、
男
性

の
育
児
休
業
取
得
期
間
に
応
じ
て
奨
励
金

が
支
給
さ
れ
る
事
業
が
本
年
度
も
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
男
性
の
育
児
休
業
が
当

た
り
前
と
な
る
社
会
の
実
現
に
向
け
て
岡

山
県
が
実
施
す
る
も
の
で
、
岡
山
県
中
央

会
が
岡
山
県
の
委
託
を
受
け
て
奨
励
金
給

付
申
請
の
受
付
業
務
を
行
い
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
７
月
１
日
（
火
）
か
ら
奨

励
金
の
申
請
（
電
子
申
請
）
を
受
付
す
る

予
定
で
、専
用
サ
イ
ト
へ
の
企
業
情
報
登

録
や
育
休
実
績
の
入
力
、確
認
資
料
な
ど

の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
奨

励
金
の
受
給
に
は
、岡
山
県
が
推
進
す
る

「
お
か
や
ま
子
育
て
応
援
宣
言
企
業
」
の

登
録
に
加
え
、経
営
層
等
を
対
象
と
し
た

男
性
の
育
児
休
業
に
係
る
セ
ミ
ナ
ー
を

受
講
す
る
こ
と
が
必
須
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

 

ス
テ
ッ
プ
１ 

岡
山
県
へ
応
募
用
紙
提
出�（
県
／
子
ど
も

未
来
課
の
特
設
サ
イ
ト
参
照
）

※
サ
イ
ト
か
ら
の
電
子
応
募
も
可
能

 

ス
テ
ッ
プ
２ 

推
進
担
当
者
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査

※�

宣
言
内
容
や
実
施
状
況
等
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
実
施

 

ス
テ
ッ
プ
３ 

調
査
結
果
を
も
と
に
登
録
証
交
付（
岡
山

県
か
ら
交
付
）

※�
調
査
結
果
に
関
す
る
審
査
（
岡
山
県
実

施
）
が
あ
り
ま
す

☆�

男
性
育
児
休
業
取
得

「
経
営
層
向
け
セ
ミ
ナ
ー
」

　
県
内
企
業（
会
社
以
外
の
法
人
・
個
人

事
業
主
含
む
）
を
対
象
に
、
男
性
の
育
児

休
業
に
係
る
経
営
層
向
け
セ
ミ
ナ
ー
が

県
内
数
か
所
で
開
催
さ
れ
ま
す
。経
営
層

向
け
の
セ
ミ
ナ
ー
で
す
が
、管
理
職
や
総

務
・
人
事
、採
用
担
当
者
等
も
受
講
可
能

で
す
。

　
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
奨
励
金
支
給
の
必

須
条
件
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
奨
励
金

の
申
請
予
定
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ

れ
か
ら
男
性
育
児
休
業
を
進
め
た
い
企
業

や
働
き
方
改
革
に
取
り
組
み
た
い
企
業
な

ど
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
奨
励
金
の
申
請
に
は
、
申
請
期

限
ま
で
に
セ
ミ
ナ
ー
を
１
回
以
上
受
講
す

る
こ
と
が
条
件
で
あ
る
た
め
、
ご
都
合
の

良
い
日
時
・
会
場
で
の
早
め
の
受
講
を
推

奨
し
ま
す
。

　
セ
ミ
ナ
ー
の
申
込
み
、
内
容
の
詳
細
な

ど
は
岡
山
県
の
特
設
サ
イ
ト
で
ご
確
認
下

さ
い
。
詳
し
く
は
、

企
業
人
材
支
援
課
／
岡
山
県
男
性

�

育
児
休
業
取
得
促
進
奨
励
金
事
務
局

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：（
0
8
6
）
2
2
4
︲
2
2
4
5

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

☆�

岡
山
県
男
性
育
児
休
業
取

得
促
進
奨
励
金
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト

☆�

お
か
や
ま
子
育
て
応
援
宣

言
企
業
の
登
録
方
法
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製品・サービス高付加価値化枠
革新的な新製品・新サービス開発とは
・�顧客等に新たな価値を提供するこ
とを目的に、自社の技術力等を活
かして新製品・新サービスを開発
することです。
・�単に機械装置等を導入するだけ
で新製品・新サービスの開発を
伴わないものは補助対象外です。
・�また、同業の中小企業者等や同一
地域における同業他社において
相当程度普及しているものの開
発は、新製品・新サービス開発に
は該当しません。

　
岡
山
県
中
央
会
で
は
、
岡
山
県
の
委
託
を
受
け
、
無
料

の
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
す
。

　
採
用
・
定
着
に
関
す
る
手
法
や
視
点
に
つ
い
て
学
ぶ
オ

ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
希
望
者
に
は
、
集
合
研

修
や
、
専
門
家
の
訪
問
等
に
よ
る
個
社
支
援
を
ご
提
供
し

ま
す
。（
セ
ミ
ナ
ー
で
得
た
知
見
を
基
に
、集
合
研
修
で
自

社
の
人
材
戦
略
の
整
理
・
明
確
化
に
取
り
組
み
、
個
社
支

援
で
は
人
材
に
関
す
る
個
別
課
題
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど

を
想
定
）

　
セ
ミ
ナ
ー
だ
け
で
も
充
実
し
た
内
容
と
な
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
人
材
に
関
す
る
課
題
を
感
じ
て
い
る
方
は
、
ぜ

ひ
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
セ
ミ
ナ
ー
概
要

こ
れ
か
ら
の
時
代
に
欠
か
せ
な
い
人
材
戦
略
。

手
遅
れ
に
な
ら
な
い
た
め
に
、
今
知
っ
て
お
く
べ
き
人

材
確
保
の
手
法
と
は
？

多
く
の
採
用
支
援
実
績
か
ら
得
た
普
遍
的
な
採
用
ノ
ウ

ハ
ウ
を
お
伝
え
し
ま
す
。

①
講
演
内
容

・�

今
の
時
代
の
“
採
用
Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ
サ
イ
ク
ル
〟
と
は

・�

採
用
戦
略
の
立
案
方
法
（
目
的
・
目
標
・
業
務
内
容
の

整
理
、
ペ
ル
ソ
ナ
設
定
、
募
集
・
選
考
方
法
等
）

・�

考
え
方
の
ヒ
ン
ト
を
得
ら
れ
る
採
用
事
例
の
紹
介

②
開
催
日
時　
６
月
18
日
（
水
）
13
時
〜
15
時

③
開
催
方
法　
オ
ン
ラ
イ
ン

④
講
師　

�

㈱
は
た
ら
こ
ら
ぼ
代
表
取
締
役 

日
下 

章
子 

氏

●
希
望
者
向
け
、
実
践
編
プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要

セ
ミ
ナ
ー
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
方
を
対
象
に
、
学
び

 
無
料  

人
手
不
足
対
応
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
と
、

�

希
望
者
向
け
実
践
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ご
案
内

の
内
容
を
自
社
の
人
材
戦
略
に
具
体
的
に
落
と
し
込
む

実
践
編
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
お
申
込
み
方
法
は
セ
ミ

ナ
ー
内
で
ご
案
内
し
ま
す
。（
10
社
限
定
の
た
め
、ご
希

望
に
添
え
な
い
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
）

①
集
合
研
修
（
全
３
回
）

ワ
ー
ク
・
講
師
に
よ
る
ア
ド
バ
イ
ス
・
参
加
企
業
間
で

の
意
見
交
換
（
５
社
ず
つ
２
グ
ル
ー
プ
）

②
個
社
支
援
（
１
〜
２
回
）

研
修
会
参
加
者
に
対
し
て
、
専
門
家
に
よ
る
訪
問
・
オ

ン
ラ
イ
ン
で
の
個
社
支
援
。
戦
略
の
さ
ら
な
る
深
掘
り

や
具
体
的
な
課
題
へ
の
助
言
な
ど
。

●
セ
ミ
ナ
ー
申
込
方
法

　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
フ
ォ
ー
ム
よ
り
お
申
込
み
く
だ
さ
い

　
https://x.gd/G

hA
Lt

●
問
い
合
わ
せ
先

　
組
織
支
援
課　
藤
田
・
林

グローバル枠
海外需要開拓を行う事業とは
国内の生産性を高めるための事
業で、以下の４つを指します。
・海外への直接投資に関する事業
・�海外市場開拓（輸出）に関す
る事業

・インバウンド対応に関する事業
・海外企業との共同で行う事業
※�各事業ごとに要件があります
ので、詳細はものづくり補助金
総合サイトをご確認ください。

「ものづくり補助金」とは、中小企業等が行う、生産性向上に資する革新的な新製品・新サービス開発や
海外需要開拓を行う事業のために必要な設備投資等の取組を支援するものです。

ものづくり補助金第20次分募集について

詳細はものづくり補助金総合サイトをご確認ください。詳細はものづくり補助金総合サイトをご確認ください。

日本酒の海外市場獲得のために新商品
を開発し、国内工場の製造ラインに自動
ビン詰めライン一式を導入するととも
に、海外市場に広告宣伝を行う。

活用イメージ３

活用イメージ２
広告制作で培ったデザインカを活かしてデジタル
コンテンツ分野に進出するため、独自の演出効果
を組み込めるシステムを開発。

活用イメージ１
同地域内の廃棄酒粕を活用し、赤酢を開発。
そのプロセスに必要な撹拌機付きタンクや
絞り機、ポンプ等を購入。

20次分の申請受付は、７月１日（火）17時から、７月25日（金）17時まで
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岡
山
県
中
央
会
は
岡
山
県
の
委
託
を

受
け
、
価
格
転
嫁
に
苦
慮
す
る
中
小
企
業

の
皆
さ
ま
に
向
け
た
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
ま
す
。
適
切
な
価
格
転
嫁
を
図
る
手
法

や
交
渉
術
等
、
事
例
を
交
え
て
ご
説
明
し

ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
是
非
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

＊�

各
業
種
の
特
性
に
応
じ
た
説
明
を
し
ま

す
の
で
、
該
当
業
種
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

１
．
日
時

（
製
造
業
）

令
和
７
年
６
月
24
日
（
火
）

10
時
00
分
〜
11
時
30
分

（
建
設
業
）

令
和
７
年
６
月
24
日
（
火
）

14
時
00
分
〜
15
時
30
分

（
運
送
業
）

令
和
７
年
６
月
25
日
（
水
）

10
時
00
分
〜
11
時
30
分

（
卸
売
業
・
小
売
業
）

令
和
７
年
６
月
25
日
（
水
）

14
時
00
分
〜
15
時
30
分

（
サ
ー
ビ
ス
業
）

令
和
７
年
６
月
26
日
（
木
）

10
時
00
分
〜
11
時
30
分

価
格
転
嫁
対
応
強
化
事
業

事
業
者
向
け
セ
ミ
ナ
ー
開
催
の
ご
案
内

２
．
場
所

岡
山
市
北
区
本
町
６
番
30
号

第
一
セ
ン
ト
ラ
ル
ビ
ル
２
号
館
6
F

Plum
eria

【
プ
ル
メ
リ
ア
】

�

（
24
日
・
25
日
）

第
一
セ
ン
ト
ラ
ル
ビ
ル
２
号
館
8
F

�
Earth

【
ア
ー
ス
】（
26
日
）

＊�

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド（
リ
ア
ル
会
場
+
W
E
B
）

形
式
に
て
開
催
し
ま
す
。
参
加
は
無
料

で
す
。

３
．
講
師　

池
田
・
染
谷
法
律
事
務
所　
弁
護
士　

�

全 

未
来 

氏

４
．
テ
ー
マ

「
価
格
交
渉
の
ヒ
ン
ト
が
見
つ
か
る
！

〜
法
律
を
味
方
に
つ
け
る
実
践
ガ
イ
ド
〜
」

５
．
申
込
方
法　

２
次
元
コ
ー
ド
又
は
当
会
H
P

（https://w
w
w
.okachu.or.jp/

）

よ
り
、令
和
７
年
６
月
18

日
（
水
）
ま
で
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

６
．
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
県
中
央
会

�

組
織
支
援
課　
形
山
・
林

T
E
L
：（
0
8
6
）2
2
4
︲
2
2
4
5

　
岡
山
県
で
は
、
県
内
中
小
事
業
者
の
脱

炭
素
化
の
取
組
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、

省
エ
ネ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
省
エ
ネ
の
専
門

家
）
の
派
遣
を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
省
エ
ネ
の
専
門
家
が
事
業
所
を
訪
問
し

て
現
況
を
お
伺
い
し
、
運
用
改
善
・
設
備

導
入
等
に
よ
る
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
や

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
削
減
に
係
る
提
案

を
行
い
ま
す
。
経
費
節
約
・
業
務
改
善
に

つ
な
が
る
省
エ
ネ
対
策
の
第
一
歩
と
し
て

是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

○
対
象
事
業
者

県
内
に
事
業
所
を
有
す
る
事
業
者

○
派
遣
回
数

原
則
１
回
（
３
時
間
程
度
）

○
募
集
期
間

随
時
（
令
和
８
年
１
月
末
日
ま
で
）

○
派
遣
費
用

　
無
料

○
対
象
設
備

生
産
設
備
、
照
明
設
備
、
空
調
設
備
、

受
配
電
設
備
、エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
設
備
、

そ
の
他
診
断
を
希
望
す
る
設
備

○
申
込
方
法

二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
申
込
フ
ォ
ー
ム
に

ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

　
Ｅ
メ
ー
ル
や
電
話
で
も

お
申
込
み
で
き
ま
す
。
詳
細

は
、
岡
山
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://w
w
w
.ｐｒｅｆ.okayam

a.jp/
page/859642.ｈｔ

ｍｌ

）
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ
先

（
岡
山
県
委
託
先
事
務
局
）

　
備
前
グ
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
―
㈱

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
：（
０
８
６
９
）６
３
︲
３
６
０
０

 

無
料  

県
の
省
エ
ネ
診
断
を
受
け
ら
れ
ま
す
！

省
エ
ネ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

�

派
遣
事
業
の
ご
案
内

診 断 の 流 れ
事前ヒアリング
エネルギー費の削減・省エネのご相談は、電話またはメールで
お気軽にお問い合わせください。専門スタッフが対応します。

申込・日程調整
ＷＥＢフォーム等からお申込みいただいた後、岡山
県と確認のうえ専門家派遺の日程を調整します。

現地調査
省エネアドバイザーが現地調査とヒアリングを行います。
所要時間：約 2~3 時間

提案書についてご説明
・使用エネルギー量と CO2 排出量の分析
・現場調査による改善ポイントの抽出 など

❶
❷
❸
❹
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岡
山
県
中
央
会
で
は
、組
合
や
組
合
員
の

経
営
基
盤
の
強
化
を
目
指
し
た「
共
同
事
業

の
活
性
化
」、「
受
注
拡
大
」
等
、
取
引
力
の

強
化
促
進
を
図
る
た
め
に
実
施
す
る
取
組

に
対
し
て「
令
和
７
年
度
取
引
力
強
化
推
進

事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。

●
補
助
対
象
組
合

構
成
員
の
２
分
の
１
以
上
が
小
規
模
事

業
者
で
あ
る
組
合
及
び
企
業
組
合
等

※�

小
規
模
事
業
者
：
常
時
使
用
す
る
従
業

員
が
20
人
以
下
（
商
業
又
は
サ
ー
ビ
ス

業
を
主
た
る
事
業
と
す
る
事
業
者
に
つ

い
て
は
５
人
以
下
）
の
会
社
及
び
個
人

事
業
主

●
補
助
金
額
及
び
補
助
率

10
万
円
〜
50
万
円（
税
抜
）、補
助
対
象

経
費
の
２
／
３
以
内

●
補
助
対
象
と
な
る
事
業
内
容

共
同
事
業
活
性
化
、
受
注
促
進
、
ブ
ラ

ン
ド
構
築
、
取
引
条
件
改
善
、
そ
の
他

業
界
の
特
徴
な
ど
を
踏
ま
え
て
行
う
中

小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
取
引
力
強

化
を
促
進
す
る
た
め
の
事
業

●
補
助
対
象
経
費

謝
金
、
旅
費
、
消
耗
品
費
、
会
議
費
、

印
刷
費
、
会
場
借
上
料
、
雑
役
雑
費
、

通
信
運
搬
費
、
委
託
費

●
補
助
事
業
実
施
後
の
５
年
間
の
報
告

本
事
業
の
完
了
し
た
年
の
翌
年
以
降
毎

年
５
年
間
、
本
事
業
に
係
る
直
近
１
年

間
の
状
況
及
び
成
果
に
つ
い
て
の
報
告

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●
募
集
期
間
、
申
し
込
み
方
法
等

令
和
７
年
５
月
12
日
〜

�

令
和
７
年
７
月
14
日

※�

申
し
込
み
を
受
け
て
審
査
・
交
付
決
定

を
行
い
ま
す
。
対
象
と
な
る
事
業
は
、

令
和
８
年
１
月
16
日
ま
で
に
完
了
し
て

く
だ
さ
い
。

詳
細
は
、
当
会
Ｈ
Ｐ
よ
り
公
募
要
領
及

び
申
請
様
式
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
ご
確
認
下

さ
い
。

http
s://w

w
w
.o
kachu.o

r.
jp/2025/05/12/r7torihikiry-
oku/

●
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
県
中
央
会

�

組
織
支
援
課　
小
郷
・
藤
田

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：（
0
8
6
）2
2
4
︲
2
2
4
5

令
和
７
年
度

�
取
引
力
強
化
推
進
事
業
の
ご
案
内

受付期間 令和７年６月16日（月）~７月31日（木）17：00 締切

 策定した事業継続計画を実践するために必要となる設備等の導入に要する経費の一部を補助します！ 

令和7年度 岡山県小規模事業者事業継続力強化補助金
（BCP補助金）公募開始申請方法：J グランツ

区分 補助上限額 補助率

①�岡山県認定制度の認定を受けた
BCPに基づき実施する事業 100 万円

3 分の 2 以内

②�国の認定を受けた事業継続力
強化計画に基づき実施する事業

50 万円③�岡山県版かんたん BCPシート
に基づき実施する事業

④�独自のBCPに基づき実施する
事業

詳しい内容、お問い合わせは下記連絡先へ
お気軽にご連絡ください。

【申請先・お問い合わせ】岡山県商工会連合会 BCP 補助金事務局

TEL：086-238-5666　Mail：bcphojo@okasci.or.jp
経営支援サイト：https://www.okasci.or.jp/~keieishien/

 補助対象経費 
◇設備の購入、設置費用

自家発電装置、ポータブル電源、貯水タンク、
浄水装置、排水ポンプ揚水ポンプ、無停電電源装置（UPS）、
止水版 等

◇緊急時の備蓄品の購入
従業員用の非常食、簡易トイレ、毛布、簡易浄水器 等

◇クラウドサービス利用料
クラウドサービス利用料（月額）、導入費用 等

 補助上限額・補助率  ※補助下限額：10 万円 
（1）岡山県内で事業を営む小規模事業者（商工業者）
（2）右表①〜④いずれかの事業継続計画を策定していること
（3）事業実施後のフォローアップ調査に協力できること

小規模事業者の定義
商業・サービス業

（宿泊業・娯楽業を除く）
常時使用する従業員の数

５人以下
サービス業のうち
宿泊業・娯楽業 常時使用する従業員の数

20人以下
製造業その他

補助対象者� ※以下の要件を全て満たす必要があります
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通
常
総
会
終
了
後
の
事
務
手
続
き
に
つ
い
て

　
組
合
で
は
、
総
会
終
了
後
に
お
い
て
、

各
種
届
出
や
登
記
等
の
諸
手
続
き
を
行
う

こ
と
が
法
律
に
よ
り
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
所
管
行
政
庁
の
認
可
を
必
要

と
す
る
事
項
と
し
て
定
款
変
更
な
ど
が
掲

げ
ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
事
務
手
続
き
を
円
滑
に
進
め

て
い
た
だ
く
た
め
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
及
び

主
な
留
意
点
を
紹
介
し
ま
す
。

総
会
議
事
録

　
組
合
で
は
、
通
常
総
会
終
了
後
に
議
事

録
を
作
成
し
、
こ
れ
を
保
管
し
ま
す
。

　
総
会
議
事
録
に
は
、
▽
総
会
の
種
類
、

▽
招
集
年
月
日
、▽
開
催
日
時
及
び
場
所
、

▽
理
事
・
監
事
の
数
及
び
出
席
理
事
・
監

事
の
数
並
び
に
出
席
方
法
、
▽
組
合
員
数

及
び
出
席
組
合
員
数
、
▽
出
席
理
事
・
監

事
の
氏
名
、
▽
議
長
の
氏
名
、
▽
議
事
録

の
作
成
に
係
る
職
務
を
行
っ
た
理
事
の
氏

名
、
▽
議
長
選
任
の
経
過
、
▽
議
事
の
経

過
の
要
領
及
び
そ
の
結
果
を
記
載
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

決
算
関
係
書
類
の
提
出

　
①
事
業
報
告
書
、
②
財
産
目
録
、
③
貸

借
対
照
表
、
④
損
益
計
算
書
、
⑤
剰
余
金

処
分
（
又
は
損
失
処
理
）
は
通
常
総
会
で

承
認
を
受
け
、
⑥
決
算
関
係
書
類
提
出
書

（
鑑
）、
⑦
通
常
総
会
議
事
録
を
添
え
て
、

総
会
終
了
後
２
週
間
以
内
に
各
所
管
行
政

庁
へ
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
岡
山
県
所
管
の
組
合
に
お
い
て
は
、
本

会
宛
に
１
部
ご
提
出
い
た
だ
け
れ
ば
、
本

会
経
由
で
岡
山
県
へ
提
出
い
た
し
ま
す
。

（
役
員
変
更
届
も
同
様
）

役
員
変
更
届
の
提
出

　
役
員
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
変
更

の
あ
っ
た
日
か
ら
２
週
間
以
内
に
、
各
所

管
行
政
庁
に
①
役
員
変
更
届
出
書
（
鑑
）、

②
変
更
し
た
事
項
を
記
載
し
た
書
面
並

び
に
変
更
の
年
月
日
及
び
理
由
を
記
載

し
た
書
面
［
役
員
変
更
理
由
書
、
役
員
名

簿
］
に
③
総
会
議
事
録
（
◎
通
常
総
会
の

場
合
は
上
記
⑦
の
決
算
関
係
書
類
の
提

出
に
よ
り
省
略
可
）
及
び
④
理
事
会
議
事

録
を
添
え
て
、
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

電
子
的
提
出

　
岡
山
県
に
提
出
す
る
決
算
書
類
・
役
員

変
更
届
等
の
提
出
に
つ
い
て
は
、
P
D
F

デ
ー
タ
に
よ
る
電
子
媒
体
で
の
提
出
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
。
デ
ー
タ
で
提
出
い
た

だ
く
場
合
は
当
会
H
P
よ
り
ア
ク
セ
ス
で

き
る
「
組
合
提
出
書
類
オ
ン
ラ
イ
ン
提
出

用
W
E
B
フ
ォ
ー
ム
」
よ
り
必
要
事
項
を

ご
入
力
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
提
出
書
類

の
デ
ー
タ
を
添
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

代
表
理
事
の
変
更
登
記
申
請

　
代
表
理
事
の
変
更
（
任
期
満
了
に
よ
る

改
選
で
同
一
人
物
が
代
表
理
事
に
再
任
さ

れ
た
場
合
を
含
み
ま
す
。）
が
あ
っ
た
場

合
、
変
更
が
生
じ
た
日
（
理
事
会
）
か
ら

２
週
間
以
内
に
法
務
局
に
変
更
登
記
を
申

請
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

定
款
変
更
の
認
可
申
請

　
定
款
変
更
を
総
会
で
決
議
し
た
場
合
に

は
、
所
管
行
政
庁
の
認
可
を
受
け
な
け
れ

ば
効
力
が
発
生
し
ま
せ
ん
。（
所
管
行
政
庁

の
認
可
を
受
け
、
認
可
書
が
到
達
し
た
時

点
で
初
め
て
そ
の
効
力
が
発
生
し
ま
す
。）

　
そ
の
た
め
、
総
会
終
了
後
速
や
か
に
定

款
変
更
認
可
申
請
書
を
所
管
行
政
庁
に
提

出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
定
款
変
更
認
可
申
請
書
に
関
し

て
は
、
内
容
を
確
認
し
て
岡
山
県
中
央
会

を
通
じ
て
所
管
行
政
庁
に
提
出
い
た
し
ま

す
の
で
、
事
前
に
岡
山
県
中
央
会
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

◆ ※1に関しては、役員の変更があった場合のみ
◆ ※2に関しては、代表理事の選任があった場合のみ
◆ 【　】記載は定款変更があった場合のみ

通常総会の開催

理事会の開催 ※1

法人税等の確定申告・納税
(原則事業年度終了後2ヶ月以内 )

決算関係書類の提出

【定款変更認可申請】

【定款変更認可書到達】

【変更登記（必要事項のみ）】

役員変更届の提出 ※1
代表理事変更登記の申請 ※2

２
週
間
以
内

２
週
間
以
内速

や
か
に

速
や
か
に

２
週
間
以
内

２
週
間
以
内

２
週
間
以
内

２
週
間
以
内
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去
る
５
月
８
日
、
岡
山
県

中
央
会
は
ピ
ュ
ア
リ
テ
ィ
ま

き
び
に
て
、
第
１
回
女
性
経

営
塾
を
開
催
し
ま
し
た
。
講

師
に
は
弁
護
士
の
住
田
裕
子

氏
を
お
招
き
し
、「
女
性
が
活

躍
す
る
た
め
に　
〜
超
少
子

高
齢
化
・
人
口
減
少
社
会
に

お
い
て
〜
」
と
題
し
て
ご
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
昭
和
時
代
の
「
男
性
は
仕

事
・
女
性
は
家
事
育
児
」
と
い
う
固
定
的
な
性
別
役
割

分
担
の
中
で
、
住
田
氏
が
女
性
検
事
の
先
駆
者
と
し
て

ご
活
躍
さ
れ
た
際
の
苦
労
話
に
は
多
く
の
女
性
経
営
者

が
共
感
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
仕
事
を
す
る
母
親
と
し
て
の
子
育
て
ア
ド
バ
イ
ス
で

は
、
子
ど
も
に
は
自
分
が
働
い
て
い
る
こ
と
を
コ
ン
プ

レ
ッ
ク
ス
に
さ
せ
な
い
こ
と
、
働
い
て
い
る
母
親
を
尊

敬
し
て
も
ら
え
る
こ
と
が
重
要
で
、
そ
の
た
め
に
は
仕

事
で
苦
労
し
て
い
る
と
こ
ろ
と
、
し
っ
か
り
や
り
切
れ

る
と
こ
ろ
の
両
方
を
見
せ
ら
れ
れ
ば
、
今
後
は
女
性
経

営
者
が
も
っ
と
増
え
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、昨
今
は
健
康
経
営
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

外
か
ら
見
え
る
病
気
や
障
が
い
だ
け
で
な
く
、
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
の
対
応
が
難
し
く
、
仕
事
に
は
Ｉ
Ｑ
（
知
能

指
数
）
よ
り
「
心
の
知
能
指
数
」「
感
情
知
性
」
と
呼
ば

れ
る
Ｅ
Ｑ
が
大
事
で
、
人
に
共
感
す
る
、
共
感
し
て
も

ら
え
る
と
従
業
員
育
成
も
上
手
く
い
き
や
す
い
と
の
お

話
が
あ
り
、参
加
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

�

（
組
織
支
援
課　
林
）

岡
山
県
中
央
会

第
１
回
女
性
経
営
塾
を
開
催

　
岡
山
県
中
央
会
の
会
報
誌
「
中
央
会
お
か
や
ま
」
に

掲
載
す
る
会
員
組
合
さ
ま
、
組
合
員
企
業
さ
ま
の
取
組

に
つ
い
て
随
時
募
集
を
し
て
い
ま
す
。

　
イ
ベ
ン
ト
開
催
、
新
た
な
取
組
な
ど
、
掲
載
し
た
い

情
報
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
左
記
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
ま
で

お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
県
中
央
会　
総
務
企
画
課　
島
田

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：（
０
８
６
）
2
2
4
︲
2
2
4
5

E-M
ail

：shim
ada@

okachu.or.jp

「
中
央
会
お
か
や
ま
」

�

掲
載
記
事
募
集

■
岡
山
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
第
70
回
通
常
総
会

　
日
時
：
令
和
７
年
６
月
30
日（
月
）

　

�

14
時
〜
15
時
30
分

　

�

場
所
：
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
岡
山

�

19
階
「
宙
」

■
第
77
回
中
小
企
業
団
体
全
国
大
会

　
日
時
：
令
和
７
年
11
月
12
日（
水
）

　
場
所
：
広
島
県
広
島
市

�

「
広
島
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
」

掲 

示 

板

　
去
る
５
月
30
日
、
県
産
業

労
働
部
の
宮
本
部
長
等
が
中

央
会
を
来
訪
、
積
極
的
な
正

社
員
採
用
や
、
若
者
の
Ｉ
Ｊ

Ｕ
タ
ー
ン
就
職
の
促
進
、
多

様
な
働
き
方
が
実
現
で
き
る

環
境
づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て
、

関
係
団
体
や
企
業
に
呼
び
か

け
て
欲
し
い
旨
、協
力
要
請
を

受
け
ま
し
た
。要
請
は
、県
下

経
済
団
体
等
に
対
し
て
行
わ
れ
、
中
央
会
で
は
脇
本
専

務
理
事
が
、
知
事
、
教
育
長
、
岡
山
労
働
局
長
名
の
要

請
書
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

（
主
な
要
請
内
容
）

・�

新
規
学
卒
者
等
の
積
極
的
な
正
社
員
採
用
の
継
続
、

非
正
規
労
働
者
等
の
正
社
員
転
換

・�

多
様
な
通
信
手
段
の
活
用
な
ど
、
最
大
限
柔
軟
な
採

用
活
動
の
実
施

・�

既
卒
３
年
以
内
卒
業
者
の
新
卒
採
用
枠
で
の
応
募
受
付

・�

若
者
の
Ｉ
Ｊ
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
の
促
進
に
関
す
る
県
事

業
へ
の
協
力

・�

身
元
調
査
を
行
わ
な
い
な
ど
公
正
な
採
用
選
考
シ
ス

テ
ム
の
確
立

・
障
害
の
あ
る
人
の
雇
用
拡
大

・�

個
人
の
主
体
的
な
キ
ャ
リ
ア
形
成
な
ど
に
よ
る
職
場

定
着
の
促
進

・�

す
べ
て
の
働
く
人
に
と
っ
て
多
様
な
働
き
方
が
実
現

で
き
る
職
場
環
境
づ
く
り

・
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
の
導
入

・�

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
対
応
で
き
る
体
制
の
整
備

�

（
総
務
企
画
課　
島
田
）

若
年
者
雇
用
等
に
関
す
る

�

協
力
要
請
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フ
ー
ド
や
ド
リ
ン
ク
を
販
売
し
ま
す
。

　
当
日
は
、
岡
山
飲
食
業
協
同
組
合
傘
下

の
飲
食
店
が
、
実
際
に
店
舗
で
販
売
し
て

い
る
〝
自
慢
の
逸
品
〟
を
そ
れ
ぞ
れ
提
供

し
ま
す
。
多
く
の
店
舗
の
看
板
メ
ニ
ュ
ー

が
一
度
に
楽
し
め
ま
す
の
で
、
お
近
く
に

お
立
ち
寄
り
の
際
に
は
ぜ
ひ
、
同
イ
ベ
ン

ト
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■�

開
催
日
時

６
月
７
日
（
土
）
13
時
〜
21
時
、

８
日
（
日
）
11
時
〜
17
時

�
【
少
雨
決
行
】

■�

開
催
場
所
：
下
石
井
公
園

�

（
岡
山
市
北
区
幸
町
10
）

　
近
年
の
外
食
産
業
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
の
発
生
以
降
、
市
場
構
造

や
消
費
者
の
食
習
慣
が
大
き
く
変
化
し
て

お
り
、
当
業
界
内
の
各
店
舗
独
自
の
努
力

だ
け
で
は
経
営
を
続
け
る
こ
と
さ
え
困
難

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
岡
山
飲
食
業
協
同
組

合
（
市
内
を
中
心
と
し
た
飲
食
店
60
社
超

で
組
織
）
で
は
「
岡
メ
シ
」
を
キ
ー
ワ
ー

ド
と
し
た
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
や
情
報
発

信
、
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
等
の
各
種
事

業
を
展
開
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
県
内
飲

食
業
界
の
活
性
化
に
繋
げ
る
取
り
組
み
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、来
る
６

月
７
日
（
土
）、
８
日
（
日
）
に
岡
山
市
が

西
川
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
事
業
の
一
環
と
し
て

実
施
す
る
「
花
・

緑
ハ
ー
モ
ニ
ー

フ
ェ
ス
タ
ｉｎ
西

川
」
に
お
い
て
、

組
合
並
び
に
当

組
合
傘
下
の
飲

食
店
約
15
社
が

ブ
ー
ス
を
出
店

し
、
各
店
自
慢
の

岡
山
飲
食
業
協
同
組
合

下
石
井
公
園「Eat Up O

KAYAM
A

〜
自
慢
の
逸
品
フ
ェ
ス
〜
」

�
飲
食
イ
ベ
ン
ト
開
催
の
お
知
ら
せ過年度実施の「Eat Up OKAYAMA！」

イベント風景

　
岡
山
県
中
央
会
で
は
、
岡
山
県
の
委
託

を
受
け
て
夏
休
み
を
中
心
に
県
内
企
業
が

実
施
す
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・
オ
ー
プ

ン
カ
ン
パ
ニ
ー
へ
の
参
加
を
希
望
す
る
学

生
を
対
象
に
、
去
る
５
月
24
日
（
土
）
に

マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
同
フ
ェ
ア
に
は
、
県
内
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
等
の
受
入
が
可
能
な
企
業
24
社

（
午
前
・
午
後
と
も
各
12
社
）
が
集
結
。

　
各
ブ
ー
ス
の
マ
ッ
チ
ン
グ
タ
イ
ム
で

は
、
各
参
加
企
業
か
ら
学
生
に
対
し
、
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
オ
ー
プ
ン
カ
ン
パ
ニ

ー
な
ど
の
実
施
メ
ニ
ュ
ー
の
ほ
か
、
自
社

取
組
や
業
界
動
向
な
ど
の
説
明
を
行
い
ま

し
た
。

　
ま
た
、
同
会
場
内
で
は
、
県
内
企
業
の

若
手
社
員
で
構
成
さ
れ
る
「
お
か
や
ま
就

活
サ
ポ
ー
タ
ー
」
に
よ
る
就
活
ア
ド
バ
イ

ス
コ
ー
ナ
ー
が
設
置
さ
れ
る
な
ど
、
多
く

の
学
生
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
学
生
か
ら
は
「
各
業
界
や
企

業
研
究
に
役
立
つ
情
報
が
得
ら
れ
た
」「
就

活
サ
ポ
ー
タ
ー
に
相
談
で
き
て
良
か
っ

た
」。参
加
企
業
か
ら
は「
熱
心
な
学
生
に

多
く
出
会
う
こ
と
が
で
き
た
」「
多
く
の
ブ

ー
ス
訪
問
者
が
あ
り
学
生
と
接
点
が
持
て

た
」
等
と
コ
メ
ン
ト
。

　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
オ
ー
プ
ン
カ
ン

パ
ニ
ー
を
通
じ
、
学
生
が
社
会
に
出
る
前

に
仕
事
を
体
験
し
、
従
業
員
か
ら
直
接
話

を
聞
き
、
業
種
や
職
種
な
ど
の
違
い
を
知

る
こ
と
で
、
自
己
分
析
に
繋
が
る
ほ
か
、

人
材
定
着
の
向
上
、
就
職
ミ
ス
マ
ッ
チ
の

抑
制
に
期
待
が
持
て
ま
す
。

　
ま
た
、
企
業
と
学
生
を
結
ぶ
接
点
と
し

て
重
要
視
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・
オ
ー
プ
ン
カ
ン
パ

ニ
ー
の
実
施
を
ご
検
討
下
さ
い
。

�

（
企
業
人
材
支
援
課
／
市
村
）

お
か
や
ま
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
＆

オ
ー
プ
ン
カ
ン
パ
ニ
ー
マ
ッ
チ
ン
グ

フ
ェ
ア
２
０
２
５
開
催
さ
れ
る

組合クローズアップ

中
央
会
お
か
や
ま 
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協
同
組
合
岡
山
県
旅
行
業
協

会
で
は
、
２
０
２
５
年
度
よ
り

独
自
事
業
と
し
て
「
中
国
四
国

貸
切
バ
ス
予
約
セ
ン
タ
ー
」
を

開
設
。
組
合
の
経
営
環
境
が
変

化
す
る
な
か
、
収
益
基
盤
の
強

化
に
向
け
て
、
新
た
な
挑
戦
を

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
本
事
業
は
、
顧
客
と
な
る
旅

行
会
社
に
対
し
て
、
組
合
が
中

国
、四
国
地
方
の
貸
切
バ
ス
手
配
の
受
注
窓
口
と
な
り
、

依
頼
内
容
に
基
づ
い
て
、
最
適
な
バ
ス
会
社
と
の
マ
ッ

チ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
旅
行
会
社
は
複
数
の
事
業
者
に
個
別

に
問
い
合
わ
せ
る
手
間
が
省
け
、
効
率
的
に
車
両
を
手

配
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
ま
た
参
画
し
て
い

る
バ
ス
会
社
は
す
べ
て
、
組
合
に
認
め
ら
れ
た
事
業
者

で
あ
る
た
め
、
一
定
水
準
の
サ
ー
ビ
ス
品
質
が
保
証
さ

れ
る
こ
と
も
メ
リ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
組
合
員
に
と
っ
て
も
、
新
規
受
注
の
機
会
が

広
が
る
ほ
か
、
複
数
社
の
連
携
に
よ
る
、
大
口
案
件
や

繁
忙
期
の
依
頼
に
も
柔
軟
に
対
応
で
き
る
体
制
の
構
築

に
繋
が
り
ま
す
。

　
本
事
業
は
、
旅
行
会
社
と
バ
ス
会
社
の
双
方
に
利
益

の
あ
る
事
業
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
成
果
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、
旅
行
会
社
に
広
く
認
知
し
て
も
ら
う
こ
と

が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
中
央
会
の
補
助

も
活
用
し
な
が
ら
、
Ｄ
Ｍ
等
に
よ
る
広
報
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
後
、
本
事
業
が
発
展
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
観
光

需
要
に
応
え
る
と
と
も
に
、
組
合
の
経
営
を
支
え
る
新

た
な
柱
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

�

（
組
織
支
援
課　
藤
田
）

協
同
組
合
岡
山
県
旅
行
業
協
会

観
光
バ
ス
斡
旋
事
業
始
動
、

�

新
た
な
柱
に

　
岡
山
県
屋
外
広
告
美
術
協
同

組
合
は
、
２
０
２
５
年
11
月
５

日
・
６
日
に
「
サ
イ
ン
＆
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
シ
ョ
ー 
ＩＮ 
お
か
や
ま
２

０
２
５
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
本
イ
ベ
ン
ト
は
、業
界
最
新
情
報

や
、製
品
・
技
術
に
つ
い
て
発
信
す

る
場
と
し
て
、広
告
物
に
関
連
す
る

資
機
材
、加
工
機
器
等
が
幅
広
く
集

ま
る
展
示
商
談
会
で
す
。
今
回
で
第
４
回
目
の
開
催
と
な

り
、
今
後
は
隔
年
の
定
期
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
来
場
者
は
、
地
元
を
中
心
と
し
た
看
板
製
作
業
者
、

デ
ザ
イ
ナ
ー
、
建
設
・
建
築
関
連
企
業
な
ど
、
実
際
の

商
談
・
取
引
に
つ
な
が
り
や
す
い
業
界
関
係
者
が
中
心

で
す
。
ぜ
ひ
販
路
拡
大
や
、
ブ
ラ
ン
ド
認
知
の
向
上
等

に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

�

（
組
織
支
援
課　
藤
田
）

●
開
催
日
時　
11
月
５
日（
水
）10
時
00
分
〜
16
時
30
分

11
月
６
日（
木
）10
時
00
分
〜
16
時
30
分

●
開
催
場
所　
岡
山
県
総
合
展
示
場
コ
ン
ベ
ッ
ク
ス
岡
山

�

（
岡
山
市
北
区
大
内
田
６
７
５
）

●
出
展
料　
１
小
間（
２
・
7
m
×
１
・
8
m
）あ
た
り

�

10
万
円　
※
消
費
税
、
電
気
使
用
料
別

●
募
集
小
間
数　
65
小
間

●
申
込
締
切　
７
月
31
日（
木
）

●
申
込
方
法　
岡
山
県
屋
外
広
告
美
術
協
同
組
合
で
検
索

https://w
w
w
.okachu.ｏｒ

.jp/m
em
ber/？

page_id=480

●
問
い
合
わ
せ
先　
岡
山
県
屋
外
広
告
美
術
協
同
組
合

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：（
0
8
6
）2
5
0
︲
3
4
5
4

E-M
AIL

：okako-bi@
nifty.ｃｏ

ｍ

昨年の様子

岡
山
屋
外
広
告
美
術
協
同
組
合

展
示
会
出
展
社
募
集
の
ご
案
内

　
去
る
５
月
20
日
、ピ
ュ
ア

リ
テ
ィ
ま
き
び
（
岡
山
市
）

に
お
い
て
、
岡
山
県
中
小

企
業
団
体
青
年
中
央
会
第

49
回
通
常
総
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
総
会
に
は
組
合

青
年
部
関
係
者
等
約
40
名

が
出
席
し
、
各
議
案
と
も

承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
７
年
度
実
施
事
業
と

し
て
は
、
県
内
若
手
経
営

者
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目

的
と
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
勉

強
会
や
異
業
種
の
会
員
間
で
の
情
報
交
換
の
場
と
し
て

交
流
会
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
事
業
等
、
会
員
の
皆
様

の
お
役
に
立
て
る
事
業
の
実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
令
和
８
年
度
に

は
、
青
年
中
央
会
創
立
50
周
年
を
迎
え
ま
す
。
記
念
事

業
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
総
会
終
了
後
に
は
、
株
式
会
社
ち
ゃ
ん
こ
え
代
表
取

締
役
社
長
・
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
田
中
知
子
氏
を

お
招
き
し
、「
大
相
撲
に
学
ぶ
！ 

人
間
力
の
高
め
方
」

と
題
し
た
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。参
加
者
か
ら
は
、

「
大
相
撲
を
通
じ
て
、初
対
面
の
方
と
の
信
頼
関
係
の
築

き
方
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。」等
の
声
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

�

（
組
織
支
援
課　
小
郷
）

岡
山
県
中
小
企
業
団
体
青
年
中
央
会

第
49
回
通
常
総
会
を
開
催

組合クローズアップ

中
央
会
お
か
や
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非 製 造 業
前年同月比

売
上
高

在
庫
数
量

販
売
価
格

取
引
条
件

収
益
状
況

資
金
繰
り

雇
用
人
員

業
界
の
景
況業　種

卸売業 機械・工具
電設資材
青果
木材
水産物

小売業 石油
共同店舗
中古自動車
自動二輪
共同店舗

商店街 商店街・岡山
商店街・津山
商店街・倉敷

サービス業 自動車整備 ―
医療・柔道整復師 ―
旅館・ホテル ―
テント ―
異業種 ―
リサイクル ―

建設業 住宅リフォーム ―
看板工事 ―
土木工事 ―
管工事 ―
防水工事 ―

運輸業 バス ―
タクシー ―
トラック ―
倉庫業 ―

その他 信用組合 ―

売上高 在庫数量 販売価格 取引条件 収益状況 資金繰り 設備操業度 雇用人員 業界の景況

全　　体 − 10.3 − 16.7 29.3 − 6.9 − 32.8 − 12.1 − 13.8 − 3.4 − 32.8
（－ 5.2） （2.4） （36.2） （－ 3.4）（－ 27.6）（－ 13.8）（－ 10.3） （0.0） （－ 29.3）

製 造 業 － 24.1 － 20.7 31.0 0.0 － 51.7 － 17.2 － 13.8 － 10.3 － 44.8
（− 3.4）（− 3.4） （41.4） （3.4） （− 27.6）（− 17.2）（− 10.3）（− 3.4）（− 34.5）

非製造業 3.4 − 7.7 27.6 − 13.8 − 13.8 − 6.9 3.4 − 20.7
（－ 6.9） （15.4） （31.0）（－ 10.3）（－ 27.6）（－ 10.3） （3.4） （－ 24.1）

情報連絡員レポート

岡山県業界天気図

景況DI値

（注）DI とは、ディフュージョン・インデックス（Diffusion Index）の略で、「増加」・「好転」したとする企業割合から、「減少」・「悪化」したとする企業割合を差し引いた値です。

4 月分

（ ）内数字は前月の数値です。

業界の景況感（前年同月比）　　 2         35       21　　　　　 増加・上昇・好転　　　変らず　　　減少・下落・悪化

受
付

製 造 業
前年同月比

売
上
高

在
庫
数
量

販
売
価
格

取
引
条
件

収
益
状
況

資
金
繰
り

設
備
操
業
度

雇
用
人
員

業
界
の
景
況業　種

食料品 味噌
米菓

製粉・製麺
醤油
酒造

繊維工業 織物業・井原
織物業・県
アパレル・県
アパレル・笠岡

木材・
木製品

製材・県
合板

印刷 出版・印刷
製本

化学・ゴム ゴム
プラスチック製品

窯業・
土石製品

生コンクリート
石灰
ブロック

鉄鋼・金属 鋳物
鋳物

一般機器 機械器具・東岡山
鉄工・津山
鉄工・岡山
工作機械・総社
工作機械・井笠
工作機械・美作

輸送機器 造船関連
自動車

その他 畳

景況

中
央
会
お
か
や
ま 
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2025年４月分のコメント

岡山県景況の推移（製造業、非製造業）比較景況DI値の推移（岡山県、全国）の比較

岡山県
全　国

製造業

非製造業

DI値
10.0

0.0

-10.0

-20.0

-30.0

-40.0

-50.0

-60.0

-70.0
2 2 3 4R.5.3 4 5 6 7 9 10 11 12 R.6.1 R.7.13 4 5 6 7 8 9 10 11 128

DI値
20.0

10.0

0.0

-10.0

-20.0

-30.0

-40.0

-50.0

-60.0

-70.0

-80.0
2 2 3 4R.5.2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 R.6.1 R.7.13 4 5 6 7 8 9 10 11 1212

食料品 �

●�引き続き、主原材料の「米」価格高騰への対応に苦慮。新米価格が決まらないため、契約できず、今後の製造計画・
価格転嫁に影響あり。� 《味噌》
●�食品全般の値上げの影響が出ている。昨年と比べ全体の動きが鈍くなっている。7年産米の価格、量が不透明な状態。
� 《米菓》
●�飲食を伴うイベント等の開催が、コロナ禍以前の状況に戻りつつあり、業況の改善も見受けられるが、出荷数量が思
ったほど伸びていない。� 《酒造》

繊維工業 �

●�今春は昨年と比較しやや好調であるが、不確定要因はトランプ関税と人材確保難となっている。トランプ関税につい
ては米国輸出の多い企業は厳しい状況になるが、米中の関税合戦によって中国の生産が低迷すると原料糸代が低下す
る可能性があり、吉凶が占い難い。また、人材不足の為思うように増産が出来辛く、とどのつまり給与の上昇が不可
欠で経費圧迫要因となっている。� 《織物業・井原》

木材・木製品 �

●�あらゆる住宅関連商品の値上げの中で、新設住宅着工戸数は減少傾向にある。� 《製材・県》
印刷 �

●�可能な範囲でまとめ買いを継続している。� 《出版・印刷》
化学・ゴム �

●�24年は一部取引先の減産要因があったが、25年は回復したことにより4月売上は回復。引き続き「トランプ関税」の
動向を注視。� 《ゴム》

窯業・土石製品 �

●�出荷量について、4月の岡山県全体の出荷量は70.1千㎥で、対前年比86.9％であった。とりわけ県南部の出荷量が対
前年比81.8％と低調であった。中部支部、西部支部、高梁支部は、ほぼ前年並みの出荷量であったが、新見支部、真
庭支部、県北支部など、岡山県北部の支部では、対前年比80〜90％程度の出荷量となっている。4月からセメント価
格の大幅な値上げがあり、生コンクリート販売価格改定について、現在検討中である。� 《生コン》

一般機器 �

●�設備操業度は前年とほぼ同等であるが、原材料価格や電力料金が上昇しており、収益が悪化している。また、受注に
ついて、先行きが見通せない。� 《鉄工・岡山》
●�引続き減収減益は継続中。銀行借入金の短プラ引上げにともなう利上げ要請もあり、環境的に厳しい状況は続く。�
� 《工作機械・総社》
●�予定通りの受注・出荷にならず、減益になった。今後の見通しの情報を得ていきたい。� 《工作機械・井笠》
その他 �

●�年度末の需要も少なかったが新年度も動きが鈍い。� 《畳》

製造業
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卸売業 �

●�商品仕入の価格はずっと上昇している。かといって価格上昇分全てを販売価格に入れると買い手がつかず、結果利益の減
少が続いている。� 《水産物》

小売業 �

●��全館ベースで売上前年比106％、客数前年比103％と好調な月であった。食品、クリーニング、ベーカリー、ファス
トフード、中華そばが特に高い伸びを示し全体を牽引した。値上げによる客数単価アップに起因することと、競合店
に比べ客数が圧倒したことが大きい。� 《共同店舗》
●�今年は全体に売上げが伸びていません。連休明けからどう動くか。� 《自動二輪》
商店街 �

●�来街者は万博の影響かどうかわからないが外国人観光客が増えている様に思われる。景況的にはコメ価格の上昇等更
なる諸物価の値上げを考慮すると収益的にはまだまだ厳しい状況にあると思われる。� 《商店街・岡山》
●�今年は天候に恵まれ「鶴山公園」の桜を長く楽しむことができたため、商店街にも遠方からお見えになる方も多かっ
た。特に津山駅から歩いて来られる方が多く、日頃見ることのない光景だった。� 《商店街・津山》
●�ゴールデンウィーク前半は、休日がとび石になっているのでその分買物客が昨年よりも多く感じます。�《商店街・倉敷》
サービス業 �

●�前年度比総請求金額は引続き大きく減少している。前年度比、前月比共減少しており、また、一施術所1件あたりの単
価も減少している。引き続き、業界の経営実態は厳しく、組合員のモチベーションも低下しているのか1人あたりの保
険請求額も減少している。� 《医療・柔道整復師》
●�建設業組合員の技能実習生については、ベトナムから国外出国が緩和されたミャンマーへのシフトを継続中であるが、
出国手続きの遅延が目立つ。尚、ミャンマー政府の方針で出国が限りなく不可能に近い状況との情報が現地送り出し
機関より入り、現在詳細を調査中。機械加工組合員の技能実習生・特定技能のインド人受入れは、順調に増加し、現
在9名となる。また、新たに特定技能2名の岐阜県からの転籍人員も無事受け入れ完了。農業組合員から特定技能の求
人は、ベトナムで継続して求人中。介護サービス組合員の1月入国ベトナム実習生3名は、研修を終了し無事配属。服
薬指導を含めた人材として、ミャンマーで特定技能の求人を継続しているが、これについても政府方針により暗礁に
乗り上げた感あり。� 《異業種》
●�鉄・非鉄スクラップについては、輸出の影響で価格が若干値下がり。製造業の稼働率が悪いのか発生が増えてこない。
トランプショックの影響も心配される。古紙については、四国の大手メーカーの倒産により、需給が緩んでいる。さ
らに製紙メーカーは減産のため原料古紙の価格は値下がり傾向。� 《リサイクル》
●�原価高騰がひたすら続いており、自社による吸収は難しくなってきています。宿泊料金の値上げにも、ハード面の古
さが目立つ施設では限界があり、先行き不安な状態の宿が多いです。� 《旅館》

建設業 �

●�岡山県内は少しずつ動きがあるようだ。ゴールデンウィーク明けから忙しくなるのではないかと思う。�《防水工事》
運輸業 �

●�観光バスの集客人員は前年同月比104％の微増となった。天候に左右されながらも、旺盛な観光、インバウンド需要
に支えられて堅調な伸びをみせた。高速バスは前年同月比107％と微増となった。長距離移動は春先以降増加に転じ
ており、瀬戸芸や万博開催の影響で堅調に推移している。� 《バス》
●�数年来、中小トラック運送事業者は厳しい経営環境が続いている。その中、国会で適正運賃収受へ向けた貨物自動車
運送事業法改正が審議されていることに注目したい。� 《トラック》
●�景気は穏やかな回復基調にあるものの、新年度期首も荷動きは鈍化傾向が続いている状況。円安、人手不足、諸物価
高騰等の不安要素はあるが、季節商材の流通量増加に期待。� 《倉庫業》

その他 �

●�新年度となり、事業者支援の柱は引続き資金繰り支援を中心に対応する予定とした。創業事業承継部のセミナー等を
通じて、事業者の悩み課題解決をおこなう体制の再構築を図り、個別対応を行っている。� 《信用組合》

非製造業
2025年４月分のコメント
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先
日
、
家
族
で
大
阪
・
関
西
万
博
へ
行
っ
て
き
ま
し

た
。期
待
と
不
安
が
入
り
乱
れ
る
中
で
、１
週
間
前
か
ら

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
買
っ
て
猛
勉
強
。
見
た
い
パ
ビ
リ
オ

ン
や
位
置
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
一
路
、
夢
洲
駅
に
向
か
い

ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
は
苦
難
の
連
続
が
続
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。
入
場
ゲ
ー
ト
（
東
ゲ
ー
ト
）
の
手
荷
物
検
査
で

待
つ
こ
と
１
時
間
。
こ
の
時
点
で
当
選
し
て
い
た
１
カ

所
目
の
カ
ナ
ダ
パ
ビ
リ
オ
ン
の
入
場
時
間
を
超
え
て
し

ま
い
…
。し
か
し
、カ
ナ
ダ
人
ス
タ
ッ
フ
の
笑
顔
に
支
え

ら
れ
何
と
か
押
し
込
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
見
ど
こ
ろ
は
、
あ
り
す
ぎ
て
紙
面
に
収
ま
ら
な
い
の

で
す
が
、
ア
メ
リ
カ
パ
ビ
リ
オ

ン
（
月
の
石
）
と
フ
ラ
ン
ス
パ

ビ
リ
オ
ン
（
ル
イ
ヴ
ィ
ト
ン
84

個
の
カ
ベ
一
杯
の
ト
ラ
ン
ク
）

は
圧
巻
で
し
た
。

　
会
期
は
10
月
13
日
ま
で
で
す

の
で
、
是
非
、
足
を
運
ん
で
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

※�

必
須
の
準
備
物
：
モ
バ
イ
ル

バ
ッ
テ
リ
ー
、
会
場
マ
ッ
プ
、

足
腰
用
塗
り
薬
（
歩
行
距
離

２
８
０
０
０
歩
）、
西
ゲ
ー
ト

入
場
の
検
討

当会HPで中央会おかやまのバックナンバーを公開しています。  https://www.okachu.or.jp/chuokai/

② ④

① ③

selection

平成 29 年８月号掲載
夢が広がる宝くじ。

当選したら何に使うか考えたことは
ありますか？

2025年度

職員紹介
組織支援課

板  谷　 賢  一

　
岡
山
県
中
央
会
で
は
、共
済
制
度
の
主
力
商
品「
オ
ー

ナ
ー
ズ
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
プ
ラ
ン
」
を
対
象
に
、
業
務

委
託
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
協
同
組
合
と
岡
山
県

中
央
会
が
業
務
委
託
を
締
結
後
、
組
合
員
企
業
や
そ
の

従
業
員
が
、
対
象
商
品
に
新
規
加
入
又
は
既
契
約
か
ら

の
切
り
替
え
た
場
合
、
中
央
会
が
組
合
に
「
加
入
斡
旋

手
数
料
」
を
お
支
払
い
す
る
も
の
で
す
。
ぜ
ひ
導
入
を

ご
検
討
く
だ
さ
い
。

●�

対
象
商
品

「
大
樹
生
命
」
の
生
命
保
険
商
品

（
オ
ー
ナ
ー
ズ
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
プ
ラ
ン
）

︿
主
な
特
徴
﹀

①�

事
業
所
の
事
業
保
全
資
金
対
策
（
経
営
者
の
入
院
・

疾
病
・
休
業
時
等
の
保
障
）

②
経
営
者
・
役
員
の
退
職
慰
労
金
等
の
準
備

③
経
営
者
の
事
業
承
継
・
相
続
等
の
対
策

④
従
業
員
の
生
命
保
険
・
入
院
・
疾
病
保
障
等

●�
加
入
促
進
手
数
料

※
月
額
保
険
料
は
１
保
険
契
約
単
位
の
保
険
料
と
し
ま
す
。

※�

年
払
保
険
契
約
は
月
額
保
険
料
に
換
算
（
年
払
保
険

料
×
１
／
12
）
し
ま
す
。

※�

加
入
促
進
手
数
料
は
１
保
険
契
約
単
位
ご
と
に
計
算

し
、一
括
し
て
委
託
契
約
組
合
に
お
支
払
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
県
中
央
会　
総
務
企
画
課

岡
山
県
中
央
会
共
済
事
業

「
業
務
委
託
制
度
」
の
ご
案
内

月額保険料 加入促進
手数料

~5,000 円 2,000 円
5,001 円

~10,000 円 3,000 円
10,001 円

~15,000 円 4,000 円
15,001 円

~20,000 円 5,000 円
20,001 円

~25,000 円 7,000 円
25,001 円

~30,000 円 9,000 円
30,001 円

~35,000 円 11,000 円
35,001 円

~40,000 円 13,000 円
40,001 円

~45,000 円 15,000 円
45,001 円

~50,000 円 17,000 円

50,001 円 ~ 20,000 円

Information

Information

中
央
会
お
か
や
ま 
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